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＜連絡事項＞
・クリニカルパス評価をしていない方は3/20までに実施し、小泉JGMに報告してください。
・萬谷CWが退職した為、受け持ちを滝田Ns/織田CWに変更します。

＜患者様連絡事項＞
・小笠原　澄子様～主治医へ息子様より自宅退院の希望がある事伝えています。
　　　　　　　　　　　　自宅で血糖測定や服薬管理、食事管理が難しいのではと主治医より
　　　　　　　　　　　　話があったこと息子様へ伝えています。旦那様や息子様が介入できない

　　　　　　　　　　　　状態でも自宅退院が可能であるのか主治医へ再度確認し、本日夕方以

　　　　　　　　　　　　降連絡する予定です。

・切無沢　クマ様～本日主治医より退院指示、退院処方14日分頂いています。診断書はワーカーに依頼しています。退院療養計画書に主治医より印鑑もらい、スキャン済です。
・村中　つや様～本日尿検査施行。結果を主治医へ報告し、経過観察の指示ありました。
　　　　　　　　　　　点滴同内容で7日分処方となっています。
・松村　博美様～便秘時継続指示センナリド処方頂いています。
・高橋　ミイ子様～臨時薬同内容で7日分処方となっています。脱肛みられていること報告し
　　　　　　　　　　　本日からヘモポリゾン軟膏8日分処方となっています。
・向谷地　照夫様～便秘時継続指示シンラックの処方頂いてます。
・小笠原　正成様～便秘時継続指示センナリド処方頂いてます。
・尾崎　栄子様～はるみ眼科持参薬が明日から当院切り替えで15日分処方となっています。
・高橋　繁様～ご家族様が会計の為3/10以降来院される為、来院された際は電気シェーバーと書類を渡して下さい。医事には連絡済です。

・大山　敏子様～なかざわスポーツクリニックからの持参薬が当院で処方できないため、主治医へどうするか相談しています。ご家族様へ確認すると、前回受診時に1、2ヵ月飲まなくても大丈夫と言われたとのこと。主治医へ報告し、飲み切り止めの指示あります。
・三田　よし子様～今月のアレンドロン酸4回分処方頂いてます。
＜要注目患者様＞
・水野　和子様～本日排便2回ありました。下痢便はありません。今朝は活気なかったですが徐々に活気出ています。点滴施行するも漏れあり刺し替えおこなっています。
・高橋　ミイ子様～朝失禁あり介助しています。朝食1/4、メイバランスミニ1本。昼食は数口のみ摂取しています。下腹部痛の訴え聞かれていますが、頭痛の訴えありません。食事摂取量少ない事主治医へ報告点滴2本1日分処方となっています。
・内田　勇三様～10：30腹痛訴え聞かれています。バイタルサインの異常はありません。昼食時は腹痛の訴え聞かれず、本人も「問題ない」と話され2/3摂取出来ています。
・久喜　つき様～バイタルサイン異常なし。昼食時不機嫌さあり介助抵抗あり。時間を置いて介助にて摂取出来ています。2/27に14日分処方していた臨時薬をセットした際に1週間分余り、忘薬していたこと分かり主治医へ報告しています。経過観察の指示あります。
・矢崎　清三様～持参薬のセルニルトンが1回2錠毎食後で指示あるが、今夕には
　　　　　　　　1錠しかセットされていないことに気付く。先週セットした時から
　　　　　　　　1回1錠しか服薬していない可能性あり。主治医へ報告し経過観察の指示あし。

・村中　つや様～バイタルサイン異常なし。ジュース寒天による水分補給も拒否なく摂取されています。点滴トラブルはありません。
・大澤　廣子様～バイタルサイン異常なし。希死的発言なく過ごされています。日中は作業療法に参加し、穏やかに過ごされている。
・杉山　千廣様～「身体がだるい」本人から訴えあり。バイタルサインの異常はありません。歩行時ふらつき見られている為、観察していきます。
・赤見内　君子様～服薬時拒薬あり。時間を置いて寒天などで服薬されています。不機嫌さや他者トラブルはありません。

・山田　りつ様～本日の昼食時傾眠みられています。頭部後屈見られている為、食事介助時は注意して下さい。
・

＜皮膚科＞
・高橋　良美様～胸部、背部に掻痒感ありヘパリン類似液処方されています。
・瀧又　富造様～爪白癬ある為、ケルガー液処方されています。
・宮崎　榮子様～右足第5趾外側にゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護の指示出ています。
・藤島　孝光様～両上肢、下肢にデルモゾールDP処方されています。
・久喜　つき様～陰部の爛れありエキザルベ軟膏、爪白癬にケルガー液処方されています。
・金沢　孝雄様～背部の掻痒感あり、デルモゾールDP処方されています。
・江尻　紀子様～背部の掻痒感消失し治癒となっています。
他患者様処置継続となっています。
＜褥瘡評価＞
・山田　石見様　深さ・・・・・4点
　　　　　　　　　　浸出液・・・0点
　　　　　　　　　　大きさ・・・・6点

　　　　　　　　　　感染・・・・・0点
　　　　　　　　　　肉芽組織・・・4点
　　　　　　　　　　壊死組織・・・3点　　　　　　　合計13点
　　　　　　　　　　1日2回の処置継続していく。
　　　　　　　　　　時折足の体動あるため体交時注意して行う。
・久喜　つき様　深さ・・・・・2点
　　　　　　　　　　浸出液・・・3点
　　　　　　　　　　大きさ・・・・3点
　　　　　　　　　　感染・・・・・1
　　　　　　　　　　肉芽組織・・・0点
　　　　　　　　　　壊死組織・・・0点　　　　　　合計7点
　　　　　　　　　　右大転子部の表皮剥離　アズノール軟膏+ラップ
　　　　　　　　　　処置継続していく。
　　　　　　　　　　右側を下にしないように体交時注意する。
＜事故振り返り＞
○S,I様　混合型認知症　78歳　　

○状態：食事は自立（全粥、副食　キザミ）、自力歩行している方で、排泄・入浴一部介助

　　　　　　簡単な会話は可能
○スタッフの動き

2F　看護1名　投薬　　

介護3名（食事介助必要者9名）　　食事介助　

（1F:看護1名）

○経過
3/4

15：00　頭部後屈、呂律不良目立ち頭痛も見られていた。意識レベルや酸素飽和濃度の低
下なし。血圧の異常なし。

16：30　深澤Drに状態報告し血糖測定の指示あり。血糖164mg/dl。
16：40顔面紅潮あり体温37.9℃の為、血糖と発熱の報告し、インフルエンザテスト実施と夕
食は無理しないよう指示ある。インフルエンザは結果陰性。次の再検査については明日の朝体温37.5℃以上であれば実施するよう指示ある。

18：10　夕食前は、いつもと変わらない状態だった。熱がある為、食事介助しようとしたが本
人が自分で食べると話したため、スタッフの目が届くテーブルに座って頂き、同じテ
ーブル内の患者様の食事介助をしながら見守りをしていた。食事開始後、自力で摂
取しているが、やや早食いみられ都度介入していた。

18：20　頚部後屈しているところを発見、呼吸なし、バイタルサイン測定不能。チアノーゼ著
明、GCS3点。吸引し食事少量除去、ハイムリック法行うも除去できず。

18：25　当直医深澤Drへ報告し、点滴、酸素10L、モニター装着CPR　テラプチク（45）計2A　
アドレナリン（0.1）計4A指示にて施行。AED行うも反応なし。

19：03　ご家族様来院され、深澤Drより今回の経過と現在の状態説明あり、了承され死亡
確認。
20：30　退院となる。
＜問題点＞

・誤嚥のリスク状態のアセスメント不足。誤嚥するかもしれないというリスク評価が甘く、

誤嚥兆候の見逃しがあった。

・むせこみがある患者だけではなく、南病棟の患者様は認知症、高齢者であり、常に誤嚥リ
スクがあるという認識をもって、食事介助、見守り等が必要

・本人の状態について、準夜スタッフには申し送りがされていたが、遅B、遅C、残業スタッフ
にはきちんとされておらず、情報共有不足があった。

＜今後の対応策＞

・遅B、遅C、残業スタッフは、全体の申し送りに参加できない（2Fの患者の見守り等）た

め、夕食前の離床介助後に、遅B、遅C、残業スタッフに申し送りをする。

・夕食時はスタッフ2～3名で9名の食事介助を行っている為、常に危険予測を行い、周りの

患者様の観察をしながら食事介助を行う。

・嚥下状態の観察を密に行い、咳嗽、むせこみなど誤嚥兆候を見逃さないようにする。

・各患者の嚥下障害の有無や病態の変化など、スタッフ間で情報共有の徹底を行う。

・誤嚥・窒息時に対応方法、急変時の対応の周知

医療安全管理委員会より

・頸部後屈の原因は？→検査していない為、原因は不明

・食事を無理しなくていいと指示があり、それをどういうふうに判断したのか。→夕食前はい
つもと変わらない様子で、熱があったため食事介助しようと思ったが、本人が自分で食べ
ると話した為、見守りしながら食事をしていた。
